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キ
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ト
、
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（
三
）
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段
第
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節
へ
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註

＊
―

新
　
井
　
一
　
光

略
号
及
び
参
考
文
献

『
蒐
書
大
成
』 

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
大
修
館
書
店
、
全
二
六
巻
、
一
九
七
四-

一
九
八
二
年
。

『
大
漢
和
』 

諸
橋
轍
次
著
、
鎌
田
正
、
米
山
寅
太
郎
編
『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
修
訂
第
一
版
、
一
九
八
四-

一
九
八
五
年
。

大
正 

大
正
新
脩
大
蔵
経
〔
巻
数
・
文
献
番
号
の
順
で
示
す
。〕

『
易
経
』 

高
田
真
治
、
後
藤
基
巳
訳
『
易
経
』（
上
）（
下
）
全
二
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
。

『
参
註
』 

瞎
道
本
光
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』、『
蒐
書
大
成
』
一
八
所
収
。

『
私
記
』 

安
心
院
（
雑
華
）
蔵
海
『
正
法
眼
蔵
私
記
』、『
蒐
書
大
成
』
一
九
所
収
。

『
弁
註
』 

天
桂
伝
尊
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』、『
蒐
書
大
成
』
一
五
所
収
。

『
道
元
全
』 

大
久
保
道
舟
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
、
下
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九-

一
九
七
〇
年
。

『
眼
蔵
（
河
村
）』 

河
村
孝
道
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』、
春
秋
社
、
一
九
八
八-

一
九
九
三
年
。

『
眼
蔵
（
玉
城
）』 

玉
城
康
四
郎
『
現
代
語
訳
正
法
眼
蔵
』
全
六
冊
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三-

一
九
九
四
年
。

『
眼
蔵
（
増
谷
）』 

増
谷
文
雄
『
現
代
語
訳
正
法
眼
蔵
』
全
八
冊
、
角
川
書
店
、
一
九
七
三-

一
九
七
五
年
。

『
聞
解
』 

斧
山
玄
鈯
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』、『
蒐
書
大
成
』
一
七
所
収
。

 

＊
本
論
は
、
新
井
﹇
二
〇
一
八
﹈﹇
二
〇
一
九
﹈
の
続
編
で
あ
る
。

宗
学
研
究
紀
要　
第
三
十
三
号　
二
〇
二
〇
年
三
月
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新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六-

一
、
二
〇
一
七
年
、
一
四
〇-

一
四
四
頁
。

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
一
）」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
一
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
九-

一
九

一
頁
。

新
井
一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
二
）
第
一
段
第
一
節
へ
の
註
―
」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
二
、
二

〇
一
九
年
、
五
七-

六
一
頁
。

松
本
史
朗
『
道
元
思
想
論
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

山
内
舜
雄
『
第
五　
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
の
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
五
年
。

　
第
一
段

２
　
云
為　
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
に
、「
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
山
内
舜
雄
博
士
は

「
大
げ
さ
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
道
元
禅
の
基
本
的
性
格
に
、
微
妙
に
ひ
び
く
内
容
を
持
っ
て
い
る
」（
山
内
﹇
一
九
九
五
﹈
四
四
五
頁
）
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

　
　
し
か
る
に
、
こ
の
一
節
に
お
い
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
云
為
」
の
語
に
つ
い
て
、
増
谷
文
雄
博
士
は
「
お
の
ず
か
ら
に
し
て
そ

う
な
る
」（『
眼
蔵
（
増
谷
）』
五
、
八
頁
）、
玉
城
康
四
郎
博
士
は
「
お
の
ず
か
ら
に
し
て
な
さ
れ
た
も
の
」（『
眼
蔵
（
玉
城
）』
四
、
二
九
頁
）、

水
野
弥
穂
子
氏
は
「
な
す
べ
く
し
て
な
し
た
わ
ざ
」（『
眼
蔵
（
水
野
訳
註
）』
二
一
五
頁
）
と
い
う
現
代
語
訳
に
よ
る
解
釈
を
示
し
、
ま
た
、
河
村

孝
道
博
士
は
「
お
の
ず
か
ら
な
る
は
た
ら
き
」（『
眼
蔵
（
河
村
）』
四
四
三
頁
）
と
い
う
註
を
付
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
お
の
ず

か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
た
だ
、
微
細
な
解
釈
の
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
相
違
は
、
こ

の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
に
つ
い
て
、
近
代
の
諸
研
究
に
お
い
て
未
だ
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

　
　
私
は
、「
云
為
」
の
「
云
」
が
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
若
干
の
疑
問
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。「
云
」
の
語

義
は
、『
大
漢
和
』（
四
五
七-

四
五
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
①
い
ふ
、
②
こ
れ
、
こ
こ
に
、
③
も
し
、
④
め
ぐ
る
、
⑤
親
し
む
、
⑥
遠
い
、
⑦
有
る
、
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⑧
為
す
、
⑨
句
末
の
辞
、
⑩
物
の
さ
ま
、
⑪
く
も
、
雲
、
⑭
姓
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
は
、「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
意
味
は
出
て
い
な
い
。
た

だ
し
、「
云
為
」
と
い
う
語
の
第
一
の
語
義
と
し
て
「
言
ふ
こ
と
と
為
す
こ
と
。
言
動
」
が
挙
げ
ら
れ
て
、『
易
経
』
の
次
の
よ
う
な
用
例
が
示
さ

れ
て
い
る
。

是
故
変
化
云
為
、
吉
事
有
祥
。
象
事
知
器
、
占
事
知
来
。（「
周
易
繋
辞
下
伝
」『
易
経
』（
下
）、
二
八
三-

二
八
四
頁
）

　
　
高
田
真
治
、
後
藤
基
巳
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

従
っ
て
人
は
ま
た
陰
陽
変
化
の
法
則
に
の
っ
と
っ
て
物
を
言
い
事
を
行
え
ば
、
吉
事
に
は
か
な
ら
ず
瑞
祥
が
も
た
ら
さ
れ
る
し
、
卦
爻
に
示

さ
れ
た
事
象
に
か
た
ど
っ
て
器
物
の
形
態
を
知
り
得
る
し
、
物
事
を
占
っ
て
未
来
の
吉
凶
を
予
知
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。（
同
右
）

　
　
こ
の
『
易
経
』「
周
易
繋
辞
下
伝
」
の
例
に
基
づ
く
な
ら
ば
、「
云
為
」
は
、
普
通
、「
言
う
こ
と
と
為
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
近
代
の
研
究
者
は
こ
の
「
三
界
唯
心
」
巻
の
第
一
段
の
「
云
為
」
を
「
言
う
こ
と
と
為
す
こ
と
」
と

い
う
意
味
で
理
解
し
て
い
な
い
。

　
　
で
は
、
近
代
の
諸
研
究
に
お
け
る
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
解
釈
は
い
か
な
る
典
拠
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。『
正
法
眼
蔵
』
の
諸
註
釈
を
検

討
し
て
み
よ
う
。
詮
慧
は
『
聞
書
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

云
為
ト
云
ハ
、
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
也
ト
モ
、
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
フ
。
強
為
ノ
法
ト
テ
仏
道
ニ
ハ
モ
チ
ヰ
ザ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
強
為
ノ
為

也
ト
モ
ユ
ル
ス
事
ハ
、
三
界
ヲ
唯
一
心
ト
強
為
セ
ム
モ
、
所
詮
云
為
ノ
義
ニ
落
居
ス
ベ
キ
ユ
ヘ
ニ
、
如
此
ト
ク
云
為
ト
ハ
、
ヤ
ガ
テ
ア
ル
ベ

キ
ヲ
ア
リ
ト
云
フ
、
コ
レ
云
為
也
。（『
蒐
書
大
成
』
二
二
四
頁
）

　
　
詮
慧
は
、「
ヤ
ガ
テ
ア
ル
ベ
キ
ヲ
ア
リ
」（「
結
局
あ
る
べ
き
こ
と
を
あ
る
」）、
つ
ま
り
、
結
果
的
に
そ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
解

釈
し
て
い
る
と
一
応
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
詮
慧
は
こ
こ
で
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
解
釈
を
説
い
て
は
い
な
い
。
な
お
、

経
豪
は
「
云
為
」
に
つ
い
て
註
釈
し
て
い
な
い
。

　
　
天
桂
は
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

云
為ハ字
彙ニ与
レ
営
同
、
又
事ノ字
注ニ動
作
云
為ヲ曰
レ
事ト、
易
蒙
引ニ、
云ハ言
也
、
為ハ動
也
。
所
説
広シ

ト矣
、
然
則
日
用
タ
ト
ヒ
所
為
之
視
聴
言
動
ナ

ル
モ
不
レ
以
二
別
念
一
、
人
々
本
然
娘
生
ノ
動
作
云
為
、
他
ヨ
リ
習
ヒ
伝
フ
ニ
ア
ラ
ズ
、
教
外
別
伝
自
心
ノ
全
機
現
ナ
リ
ト
云ノ義
ナ
リ
。（『
弁

註
』
三
七
六
頁
）
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こ
こ
で
、
天
桂
は
「
云
為
」
の
語
義
に
つ
い
て
「
営
」
及
び
「
動
作
」、「
云
」
に
つ
い
て
「
言
」、「
為
」
に
つ
い
て
「
動
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
天
桂
の
解
釈
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
人
々
に
元
々
我
が
身
に
備
わ
り
母
か
ら
生
じ
た
「
云
為
」、

即
ち
動
作
は
、
他
か
ら
習
い
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
経
論
や
文
字
の
外
に
伝
わ
る
、
自
己
自
身
の
心
の
全
き
現
れ
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
桂
の
解
釈
は
、「
云
為
」
を
動
作
と
規
定
し
、
そ
れ
が
、
自
己
の
心
か
ら
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
詮
慧
の
解
釈
が
簡
潔
に
過

ぎ
、
ま
た
幾
分
曖
昧
な
面
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
動
作
の
因
を
自
己
の
心
と
規
定
し
た
点
で
、
天
桂
の
解
釈
は
詮
慧
と
異
な
る
。
父
幼
老
卵
は

『
正
法
眼
蔵
那
一
宝
』
に
お
い
て
天
桂
に
準
じ
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
天
桂
も
父
幼
老
卵
も
、
自
己
の
心
か
ら
動
作
が
生
じ
る
と
説
い
て
い
る
の
で

あ
り
、「
お
の
ず
か
ら
」
生
じ
る
と
は
解
釈
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
斧
山
玄
鈯
（
一
七
一
一-
一
七
八
九
）
は
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
に
お
い
て
、

ヤ
ハ
リ
、
法
ノ
上
ノ
云
動
施
為
デ
唯
心
ノ
所
造
（『
聞
解
』
一
七
一
頁
）

　
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
云
為
」
が
唯
心
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い

う
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
瞎
道
本
光
（
一
七
一
〇-

一
七
七
三
）
は
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

信ニ
シ
テ而非

スレ
妄
ニ
、
今
ノ
汝
今
ノ
吾
、
久ク効ハ二
強
為
為
一
、
自ラ得ン二
云
為ノ為ヲ一
。（『
参
註
』
一
二
八
頁
）

　
　
こ
の
記
述
で
は
、「
久
く
強
為
の
為
を
効
く
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、「
自
ら
云
為
の
為
を
得
ん
」
と
対
比
的
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
こ
れ
は
「
云
為
」
の
解
釈
に
「
自
ら･･････
得
ん
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
点
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
瞎
道
は
こ
の
趣
旨
を
、
直
後
に

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

須ク下
休テ二
狐
疑
心
一
、
以テ強メ

テ為
ス中
仏
祖ノ公
案ヲ上
自
云
二
為
唯セ

ン心
現
成ヲ一
。（『
参
註
』
一
二
八
頁
）

　
　
「
狐
疑
心
を
休
て
、
以
て
仏
祖
公
案
を
強
て
為
す
べ
し
」
の
一
節
は
、
先
の
「
信
に
し
て
妄
に
非
ず
、･･････

久
く
強
為
の
為
を
効
く
」
を
言

い
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
次
の
「
自
ら
唯
心
の
現
成
を
云
為
せ
ん
」
と
は
、「
自
ら
云
為
の
為
を
得
ん
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、「
云
為
せ
ん
」
と
す
る
対
象
は
「
唯
心
の
現
成
」
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
、
瞎
道
の
「
自
ら
」
の
解
釈
で
あ
る
が
、
瞎
道
は
「
仏
祖
公
案
を
強
て
為
」
し
た
な
ら
ば
、「
自
お
の
ず
から
」「
云
為
の
為
を
得
ん
」、
つ
ま
り
「
唯

心
の
現
成
を
云
為
せ
ん
」
と
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、「
狐
疑
心
を
休
て
、
以
て
仏
祖
公
案
を
強
て
為
」
す
こ
と
を
前
提
す
る
よ
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う
な
一
節
と
し
て
読
む
こ
と
が
果
た
し
て
で
き
る
か
ど
う
か
。

　
　
し
か
る
に
、
こ
の
よ
う
に
読
解
せ
ず
、「
狐
疑
心
を
休
て
、
以
て
仏
祖
公
案
を
強
て
為
」
し
た
な
ら
ば
、
正
に
「
自み
ず
から

」
努
め
て
、「
唯
心
の
現

成
を
云
為
せ
ん
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
瞎
道
の
註
釈
も
曖
昧
さ
を
残
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
が
、
こ
こ
に
、
後
代
に
お
い
て
、「
云
為
」
が
「
お
の
ず
か
ら
」
と
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
で
き
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
次
に
、
安
心
院
（
雑
華
）
蔵
海
（
一
七
三
〇-

一
七
八
八
）
の
『
正
法
眼
蔵
私
記
』
を
検
討
し
よ
う
。

一
切
法
ノ
作
為
、
ミ
ナ
三
界
ノ
云
為
ナ
ル
ヲ
モ
テ
、
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
、
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
ト
結
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
。
云
為
ハ
、

任
運
ニ
ソ
ノ
コ
ト
ト
ナ
ル
ヲ
イ
フ
。（『
私
記
』
七
〇
二
頁
上
）

　
　
こ
こ
に
は
、
一
切
法
の
作
用
が
す
べ
て
三
界
の
云
為
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
云
為
と
は
、「
任
運
に
」、
即
ち
、
自
然
の
ま
ま
に
、
自
己
の
働
き
か

け
を
加
え
ず
に
、
と
註
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
註
釈
が
、
お
そ
ら
く
近
代
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
増
谷
博
士
が
「
古

註
」
と
し
て
言
及
し
て
い
る
の
は
（『
眼
蔵
（
増
谷
）』
一
一
頁
）、
こ
の
『
私
記
』
の
記
述
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
切
法
の
作
用
が
す
べ
て
三
界
の

云
為
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
「
お
の
ず
か
ら
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
『
正
法
眼
蔵
』
に
立
ち
戻
っ
て
、
そ
の
諸
巻
に
こ
の
語
を
探
っ
て
み
よ
う
。「
三
界
唯
心
」
巻
の
例
と
同
様
に
、「
云
為
」
が
「
強
為
」
と
対
比
的

な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
洗
浄
」
巻
（
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
十
月
二
三
日
示
衆
）
に
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
。

こ
れ
自
己
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
威
儀
の
云
為
な
り
。
諸
佛
の
常
儀
な
り
、
諸
祖
の
家
常
な
り
。（「
洗
浄
」『
道
元
全
』
上
、
四
七
三
頁
）

　
　
即
ち
、
仏
祖
の
道
場
に
お
け
る
「
洗
浄
」
の
仕
方
は
、「
強
為
」、
つ
ま
り
自
分
自
身
か
ら
強
い
て
為
す
こ
と
で
は
な
く
、
正
し
い
振
る
舞
い
の

「
云
為
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
云
為
」
は
、「
強
為
」
と
対
比
的
、
も
し
く
は
対
立
的
な
概
念
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

こ
の
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
「
お
の
ず
か
ら
」
と
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、「
威
儀
」
と
呼
ば
れ
る
正
し
い
振
る
舞
い
に
し
て
、「
諸
仏
の
常
儀
」

「
諸
祖
の
家
常
」
と
さ
れ
る
も
の
が
、
そ
の
人
に
、「
説
き
（
云
）、
為
す
こ
と
（
為
）」
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
正
し

い
振
る
舞
い
」
が
「
説
き
、
為
す
こ
と
」
と
い
う
の
は
一
見
奇
妙
な
表
現
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、「
威
儀
」
と
い
う
無
情
な
る
法
が
法
を
説
く
こ

と
、
即
ち
「
無
情
説
法
」
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
道
元
禅
師
の
「
無
情
説
法
」
の
理
解
に
つ
い
て
、
松
本
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
一
四
二-

一
五
二
頁
参

照
。
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『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
云
為
」
と
い
う
語
の
用
例
は
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
た
め
、『
正
法
眼
蔵
』
に
見
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
用
例
を
考

察
し
よ
う
。
ま
ず
「
行
持　
上
」
巻
（
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
四
月
五
日
書
）
の
記
述
を
検
討
し
よ
う
。

佛
祖
も
恩
愛
な
き
に
あ
ら
ず
、
し
か
あ
れ
ど
も
な
げ
す
て
き
た
る
。
佛
祖
も
諸
縁
な
き
に
あ
ら
ず
、
し
か
あ
れ
ど
も
な
げ
す
て
き
た
る
。
た

と
ひ
を
し
む
と
も
、
自
他
の
因
縁
を
し
ま
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
わ
れ
も
し
恩
愛
を
な
げ
す
て
ず
ば
、
恩
愛
か
へ
り
て
わ
れ
を
な

げ
す
つ
べ
き
云
爲
あ
る
な
り
。（「
行
持　
上
」『
道
元
全
』
上
、
一
三
五
頁
）

　
　
こ
の
一
節
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
仏
祖
も
「
恩
愛
」
や
「
諸
縁
」
を
捨
て
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
ら
を
惜
し
ん
で

も
、「
自
他
の
因
縁
」
は
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
も
し
恩
愛
を
捨
て
な
け
れ
ば
、
恩
愛
が
逆
に
私
を
捨
て
る
と
い
う
「
云
為
」
が
あ

る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、「
云
為
」
は
、「
恩
愛
」
と
い
う
無
情
な
る
法
が
、
ま
さ
に
私
を
捨
て
る
こ
と
を
「
説
き
（
云
）、

為
す
こ
と
（
為
）」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
次
に
、「
授
記
」
巻
（
仁
治
三
年
四
月
二
五
日
示
衆
）
の
所
説
を
検
討
し
よ
う
。

お
ほ
よ
そ
授
記
は
、
一
手
を
挙
し
て
授
記
し
、
両
手
を
挙
し
て
授
記
し
、
千
手
眼
を
挙
し
て
授
記
し
、
授
記
せ
ら
る
。
あ
る
ひ
は
優
曇
華
を

挙
し
て
授
記
す
。
あ
る
ひ
は
金
襴
衣
を
拈
じ
て
授
記
す
る
、
と
も
に
こ
れ
強
為
に
あ
ら
ず
、
授
記
の
云
為
な
り
。
内
よ
り
う
る
授
記
あ
る
べ

し
、
外
よ
り
う
る
授
記
あ
る
べ
し
。（「
授
記
」『
道
元
全
』
上
、
一
九
八
頁
）

　
　
こ
こ
で
は
、
鮮
明
に
「
強
為
」
を
否
定
し
、「
授
記
の
云
為
」
を
肯
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
授
記
」
と
い
う
無
情
な
る
法
が
「
説
き
（
云
）、

為
す
こ
と
（
為
）」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
次
に
、「
梅
花
」
巻
（
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
一
一
月
六
日
示
衆
）
の
所
説
を
検
討
し
よ
う
。

先
師
古
仏
云
。
明
歴
歴
。
梅
華
影
裏
休
相
覓
、
為
雨
為
雲
自
古
今
、
古
今
寥
寥
有
何
極
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
く
も
を
な
し
あ
め
を
な
す
は
、
梅
華
の
云
為
な
り
。
行
雲
行
雨
は
梅
華
の
千
曲
万
重
色
な
り
、
千
功
万
徳
な
り
。

自
古
今
は
梅
華
な
り
、
梅
華
を
古
今
と
称
す
る
な
り
。（「
梅
花
」『
道
元
全
』
上
、
四
六
四
頁
）

　
　
こ
こ
で
、「
先
師
古
仏
」
は
如
浄
禅
師
で
あ
る
が
、「
く
も
を
な
し
、
あ
め
を
な
す
」
の
は
「
梅
花
の
云
為
」、
即
ち
「
為
す
こ
と
」
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、「
云
」
は
、
先
の
『
大
漢
和
』
⑧
の
意
味
で
、「
為
」
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
必
ず
し
も
「
説
く
」

と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
梅
花
」
と
い
う
無
情
な
る
現
象
的
事
物
が
「
く
も
を
な
し
、
あ
め
を
な
す
」
と
さ
れ
て
、
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「
万
徳
」（
あ
ら
ゆ
る
功
徳
）
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
次
に
、「
見
仏
」
巻
（
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
一
一
月
一
九
日
示
衆
）
の
一
節
を
考
察
し
よ
う
。

諸
相
は
如
来
相
な
り
、
非
相
に
あ
ら
ず
と
参
究
見
仏
し
、
決
定
証
信
し
て
、
受
持
す
べ
し
。
諷
誦
通
利
す
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
、
自

己
の
耳
目
に
見
聞
ひ
ま
な
か
ら
し
む
べ
し
、
自
己
の
身
心
骨
髄
に
脱
落
な
ら
し
む
べ
し
、
自
己
の
山
河
尽
界
に
透
脱
な
ら
し
む
べ
し
。
こ
れ

参
学
仏
祖
の
行
履
な
り
。
自
己
の
云
為
に
あ
れ
ば
、
自
己
の
眼
睛
を
発
明
せ
し
む
べ
か
ら
ず
と
お
も
ふ
こ
と
な
か
れ
。（「
見
仏
」『
道
元
全
』

上
、
四
八
一
頁
）

　
　
こ
こ
で
は
、「
諸
相
」
が
「
如
来
相
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
こ
の
「
如
来
相
」
と
は
、
如
来
の
姿
、
則
ち

如
来
の
顕
現
に
し
て
真
実
な
る
も
の
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
道
元
禅
師
は
、
そ
の
よ
う
な
「
諸
相
」
が
「
如
来
の
顕
現
」
で
あ
り
、「
非
相
」
で

は
な
い
と
参
究
見
仏
し
、
決
定
し
て
悟
り
信
じ
て
、
受
け
取
っ
て
、
持
し
て
、
朗
誦
、
通
暁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
は
、

「
諸
相
」
＝
「
如
来
の
顕
現
」
を
、
常
に
、
自
己
の
耳
目
に
お
い
て
見
聞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
元
禅
師
の
実
践
論

の
基
本
主
張
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
の
趣
旨
を
道
元
禅
師
は
繰
り
返
し
て
、「
諸
相
」
＝
「
如
来
の
顕
現
」
を
、「
自
己
の
身
心
骨
髄
」
に
脱
落
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
さ
せ
、

ま
た
「
自
己
の
山
河
尽
界
」
に
透
脱
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
さ
せ
る
と
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
こ
の
一
節
の
中
、「
自
己
の
」
身
心
骨
髄
、
な
い
し
山
河
尽
界
と
い
う
表
現
を
理
解
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
の

「
自
己
の
」
と
は
、
参
究
見
仏
を
為
す
そ
の
人
の
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
参
究
見
仏
を
為
す
人
の
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
が
こ
こ
で

「
参
学
仏
祖
の
行
履
」
で
あ
る
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
、
道
元
禅
師
は
、「
身
心
骨
髄
」
と
「
山
河
尽
界
」
の
二
つ
を
と
も
に

真
実
と
し
て
説
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、「
山
河
尽
界
」
は
、
例
え
ば
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
に
「
山
河
を
み
る
は
仏
性
を

み
る
な
り
。」（『
道
元
全
』
上
、
一
七
頁
）
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
無
情
な
る
現
象
的
事
物
を
真
実
と
し
て
の
仏
性
の
顕
れ
と
見
な
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
対
し
、「
身
心
骨
髄
」
は
、
無
情
な
る
現
象
的
事
物
で
は
な
く
、
参
究
見
仏
を
為
す
そ
の
人
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
曖
昧
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
我
々
の
問
題
意
識
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
一
節
で
何
よ
り
重
要
な
の
は
、「
自
己
の
云
為
」
を
含
む
一
文
で
あ
る
。
則
ち
、「
参
究
見
仏
を

為
す
人
が
説
き
（
云
）、
為
す
こ
と
（
為
）
に
お
い
て
、「
諸
相
」
＝
「
如
来
の
顕
現
」
は
す
で
に
顕
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
自
己
の
眼
睛
」、
即
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ち
、
自
己
の
仏
性
を
顕
現
さ
せ
な
い
と
は
思
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、「
云
為
」
の
内
容
は
、
直
前

に
述
べ
ら
れ
た
「
参
究
見
仏
し
、
決
定
証
信
し
て
受
持
す
べ
し
。
諷
誦
通
利
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
は
指
す
と
理
解
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
道
元
禅
師
は
、「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
い
て
、「
云
為
」
の
語
を
、「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
意
味
で
は
用
い
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
従
来
の
研
究
で
は
、「
云
為
」
に
「
お
の
ず
か
ら
」
為
す
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て

い
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
曖
昧
で
不
正
確
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
の
考
え
で
は
、
道
元
禅
師
は
、「
云
為
」
を
「〔
或
る
も
の
が
〕

説
き
（
云
）、
為
す
こ
と
（
為
）」
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
真
の
意
図
は
、
無
情
な
る
諸
法
が
説
法
を
為
す
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、「
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
『
正
法
眼
蔵
』
の
一
節
の
趣
旨
は
、「
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
、
心

仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
と
い
う
句
を
釈
尊
が
強
い
て
為
し
て
説
い
た
と
し
て
も
、
無
情
な
る
諸
法
が
為
す
、
即
ち
「
三
界
唯
心
」
巻
の
第
二

段
に
説
か
れ
る
「
見
成
公
案
」
と
い
う
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
真
理
が
、
こ
の
句
を
説
き
、
為
し
た
こ
と
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
第
二
段
で
は
、「
見
成
公
案
」
が
「
よ
く
三
界
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
な
ら
し
む
」
と
説

か
れ
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
真
理
が
三
界
を
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。（
続
）


